
乳幼児用のミックス離乳食（Spoonfulone スプーンフルワン®)に関する注意喚起 

 Spoonfulone (スプーンフルワン®：以下“SPO”と略)は生後 6ヵ月以降の乳幼児を対象とした 16種類の食

物(鶏卵、牛乳、小麦、ピーナッツ、くるみ、ピーカン、アーモンド、カシューナッツ、ヘーゼルナッツ、ピ

スタチオ、ゴマ、大豆、エビ、鱈、鮭、オーツ麦) のタンパク質 30mgずつを含む食品です（表 1）。 

 SPO は米国では乳幼児の食物アレルギーの発症予防を期待して販売されていますが、日本においてはその

ような記載はなく離乳食とだけ記載され販売されています。 

 

表 1 タンパク質 30mg を食品に換算した場合 

 鶏卵 牛乳 小麦 ピーナッツ くるみ カシューナッツ 

具体例 全卵 0.25g 牛乳 0.9ml うどん 1.2ｇ 0.12g 0.21g 0.15g 

日本食品標準成分表 2020 年版（八訂） 

 

SPO によりアレルギー症状が出る可能性 

 日本では乳児の約 10 人に 1 人が何らかの食物アレルギーを有しています。乳児用調整乳や離乳食を初めて

与えた際に症状が誘発され食物アレルギーの診断に繋がります。以下の理由により SPO を摂取した場合に

症状が出る可能性があります。 

➢ 乳児期早期に湿疹がある場合、食物アレルギーが起こりやすいことが知られています。 

➢ 生後 6ヵ月未満で既に食物に対する IgE抗体（症状誘発に関与する体内因子）を持っているお子さんが

います。 

➢ 重症な食物アレルギー児では SPO に含まれるタンパク質 30mg に相当する食品（表 1）でも症状が誘

発されることがあります。 

➢ 湿疹や食物に対する IgE抗体が存在しなくても微量の食物（卵黄など）で嘔吐を繰り返すことが稀にあ

ります。 

製品説明の「摂取上の注意」の表記の問題点 

 SPOは食物アレルギーがある小児には使用できないと記載されていますが、離乳食開始時期に SPOに含ま

れている 16種類全てに対する食物アレルギーの有無を判定することは困難です。 

 SPO の「摂取上の注意」には湿疹がある場合や、SPO の使用について心配な場合には医師に相談するよう

記載されていますが、SPOの摂取の可否を医師が判断することは困難です。 
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